青風荘　　フェイスシート

平成　22年　9月　13日　担当：小坂　和子　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　　五日市　公　様　　　　　男・女　　　　昭和　19年　3月　8日生（66歳）

	
	〒　039-1104　住　所　八戸市田面木字赤坂35-9　青風荘　　　電話　0178-27-7658

	
	病　　名
	てんかん精神病
	合　併　症
	　なし

	
	発症時期
	　Ｓ44年2月頃（25歳時）
	罹 患 期 間
	約　40年

	
	入院回数
	　　　　　3回　　
	延べ入院年数
	　約　36年　　ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　千葉　良　Dr　）
	外来受診日
	土曜日（　2週　1回）

	医療区分
	後期高齢者医療
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	　5000円
	　精神　（1級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金1級（8.3万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア

	住まいの場
	　青風荘

	入所年月日
	Ｈ18年6月6日
	身長
	163cm
	体重
	57.5k

（＋1.3）

	最終学歴
	金田一中学校卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	　農業・日雇い労働（東京　トラック手伝い　19歳頃）
	

	保　護　者
	氏　　名　　　五日市　一男　様　　　　　　　続柄　兄　　　　　（同居　・否）

	利用目的

日常生活を通じて、対人関係・生活能力の向上を図っていく。



	入院・治療歴　初診日（

　　　　期間　　　　　　　　　　　　　　　　入院・外来等　　　　　医療機関名

１　　S44年　　4月　～　S44年　　5月　　　入院　　　　　　　　　一戸病院

２　　S45年　　2月　～　S14年　　2月　　　入院　　　　　　　　　青南病院

３　　H14年　　2月　～　S14年　　3月　　　入院　　　　　　　　　八戸市民病院

４　　H14年　　3月　～　H18年　　6月　　　入院　　　　　　　　　青南病院



	生活歴　

二戸市にて同胞5名の第3子として出生。小学校2年生時より、年に数回てんかん発作があった。中学校卒業時、盛岡医科大学病院受診し、てんかんと診断される。服薬するが、時折発作があった。S44年2月頃てんかん発作により火傷、一戸療養所（精神科）へ入院（S44.4～S44.5）。退院後、てんかん発作はなく経過していたが、S45.2頃より、奇異な行動・滅裂言動があり、当院初回の入院（S52.2.4～H14.2.10）入院中、精神運動発作・気分不安定・爆発性があり、他者とのトラブルがあった。H14.2.10急性気管支炎・ナトリウム血症にて八戸市民病院へ転院（H14.2.10～H14.3.1）。身体症状改善し、精神科での継続治療必要な為、H14.3.1当院へ転院となる。H18.6.6退院となり、そのまま青風荘へ入所し現在に至る。



	家族構成



	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

両親と姉は亡くなっている。他の弟妹は東京に住んでおり、月1回程度、兄（一男氏）が面会に来ている。兄は退職しているが、腎臓の手術をし、現在通院中である。本人は兄に生活の大部分を委ねており、今回の施設入所も兄がよければ入所すると話している。H18.9より青風荘へ住所変更した際、年金も本人管理となっている

長兄後の保護者としては三男へ依頼しており、今後も協力依頼を行なっていく。


平成　22年　9月　13日（月）

	氏　名
	　五日市　　公　　　様
	男・女
	生年月日
	　　　Ｓ19年　3月　8日　（66歳）


	長期目標（中期・短期）

	・他者とトラブルなく、自分の生活を維持していく。

・身の回りの事（自室の掃除・着替え・洗濯）を定期的に行う。


　　　　　　

	これまでの経過（H22年　3月29日）

	前回の問題点と経過

①  人間関係に於いてストレスを溜めやすく、不安定になる。他者に干渉しトラブルとなる。

②　身の回りの事が上手くできない。

3 転倒の恐れがある。

①「入院すれば良いのに、自分の部屋が島浦さんの前だからいつ部屋に侵入してくるか心配だ」と訴える事がありました。常に島浦様の行動を注視していて「今、○○さんの部屋に入って行ったよ」と何かと訴えて来ています。現在はその方（退所したため）についての訴えはありませんが、ちょっとした事でもすぐに「○○さんは駄目です」と訴えて来られます。スタッフが他入所者の生活支援をすると「私も何処かに連れて行って下さい」と訴えが頻回になり、希望を問うと「何処でもいいですから」と漠然とした返答されており、他の人と一緒でなければといった思いがあるようです。また、入れ歯洗浄を行なっている他者達を見ていて「私のもやって下さい」と希望される為、スタッフがアドバイスする事で自ら購入されて4月より洗浄液にて毎晩漬け置き洗いしており「洗浄すると気持ちがいいです」と笑顔で話されています。自分で行なえる事であっても「私にもやってほしいんです」と依存的になる傾向があります。時々、スタッフへ話したい事があると来られ、「何も悪いことをしていないのに前はよく苛められていました。だから私は病気になったんです」と病棟当時の事や自身の病気について様々訴えてきますが、一通り傾聴することで満足され落ち着いています。外来受診の際にも主治医に訴えていることがあります。

　7/20、デイメンバ－から自身の病名を言われた事に対して憤慨した様子でスタッフへ訴えて来る事があり、その方が謝罪して落ち着かれていますが、その事を引きずっていて後日、唐突に「兄が来た時は必ず合わせて下さい」と話して来る事がありました。面会に来られた際はいつも一緒にランチ外出していることを説明すると「そうなんですか」と納得のいかない表情されていましたが、明朝には「昨日は変な事言ってすみません。他の人に嫌な事を言われたから・・・」と振り返る事が出来ています。

② 余暇時はテレビを観たり読書されていますが、間もなく居眠りする事が多く居眠りしながら涎を垂らしている為、上着の前身ごろの汚れが目立ち更衣の声かけを要しています。自室清掃支援では机、床、カ－ペットも涎や食べこぼしで汚れが目立っていますが「俺ではない。誰が汚したんだろう」と認めずにいます。それでも自室清掃後には「綺麗になりました。有難うございます。」と笑顔になっています。

③ 施設の健康プログラム中やデイでのプログラム中に体勢を崩して転倒しそうになっています。居眠りしていて椅子から前方に転倒し前額部を殴打していますが、「眠っていません」と本人は眠っていたことを認めずにいます。その後「ちょっ眠っていた。誰にも言わないで欲しい」とスタッフに口止めしていたようです。

· 外来へはスタッフ同行で受診されています。服薬については一週間分を自己管理しており、問題はありません。

· 兄様は月一度面会に来られて交流をもたれています。




	問題点
	介入方法


	支援期間

	①人間関係に於いてストレスを溜めや

すく、不安定になる。他者に干渉し

トラブルとなる。

	· 「（自分のことについて）俺を見に来たのではないか」とか「何も悪いことをしていないのに前はよく苛められていました」と被害妄想的な発言が聴かれる際は内容を十分に聞き取り、本人が納得できるよう分かりやすく説明していく。

· 他者に対して過干渉な場合にはトラブルにならないよう他者との接し方について振り返りを行ないスム－ズに行なえるようアドバイスする。

· 荘内で自分が良く使うスペースに他者が入ることに対して、易怒的になる事がある為、自分だけでなく他の人も共に生活していること。場所も共有し合っていることを理解できるよう繰り返し伝えて行く。

・　頻回な訴えやイライラ感、気持ちの落ち着きのない様子が見られた際はその都度、納得するまで話を聞き、興奮・易怒的にならないように図り見守っていく。

・　他者との交流の場を見守り、他罰性、攻撃性、被害妄想などが著明になるようであれば主治医に連絡し、薬剤調整を提案していく。


	　　5ヶ月

	②　身の回りの事が上手くできない。
	· よだれや食べこぼしで汚してしまう為、それとなく更衣の声かけをする。

· 入浴時は一式準備し（上物・下着）着替えるよう促がす。

・　自室の掃除・衣類の収納が不十分な為、定期的に介入して一緒に行なう。

· 髭の剃り残しなど整容面で不十分な点がある場合はその都度、声掛けを行ない難しいところは介入する。（本人の自尊心を傷つけないように声掛けを工夫する）


	　 5ヶ月

	3 転倒の恐れがある。


	・　身体的機能の低下も見られ、機能維持のため下肢の筋力低下を防ぐプログラムを実施していく。

· 散歩や近隣での買物時は注意力散漫な為、十分に注意するようその都度声かけする。また、履物や往復のコ－スにも配慮する。
	　 5ヶ月


プラン計画者　氏名：　小坂　和子

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
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